
　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　

昨
年
は
震
災
や
水
害
が
あ
り
大

変
な
年
で
あ
り
ま
し
た
が
、
今
年

の
干
支
は
辰
年
、
強
く
て
た
く
ま

し
く
天
に
も
昇
る
勢
い
で
元
気
に

過
ご
し
た
い
も
の
で
す
。

　

今
回
の
〝
議
会
だ
よ
り
〞
か
ら

委
員
が
変
わ
り
ま
し
た
。
紹
介
致

し
ま
す
。

　

●

委

員

長　
　

原
洋
子

　

●

副
委
員
長　

滝
澤
茂
光

委
員
は
新
人
議
員
4
名
で
す
。

　

●

桑
原　

悠　

●

石
田
タ
マ
ヱ

　

●

村
山
道
明　

●

風
巻
光
明

私もひと言シリーズ・町民の声
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JAN議会だより

電子メール  info@town.tsunan.niigata.jp

大割野 風巻　　宏さん

四季を彩る津南の色に
魅せられて
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町のホームページでも議会だよりをご覧になれます。

12月定例会：12/14～16

議長新年のあいさつ 2

条例制定・人事 3

シリーズ私もひと言 14

104 ～一般質問

1311 ～平成24年度建策要望事項

　津南町の良さは町外、県外から観光で訪

れるお客様によって再発見することが多く

あります。私も津南町の観光ボランティア

ガイド「ふるさと案内人」として10年以上

担当させていただいております。

　当然知っていなければいけない町の情報

をお客様から逆に教わることも多くあります。

普段何気なく地元で生活して見聞きしてい

ることが、訪れるお客様の言葉で、津南町

の良さを再発見することがあります。

　あるお客様に「津南町には何回も来まし

たが、四季によって様々なカラーがありま

すね」と言われ、考えてみると春は新緑に

染まる萌黄色の山々、夏には沖ノ原台地の

ひまわり畑で黄色に染まり、秋は特に秋山

郷を中心とした紅葉に染まる赤となり、あ

たかも「信号機」のようです。冬は厳しい

ですが、町全体が真っ白な雪で羽織った河

岸段丘の里となり絶景となります。ただ雪

が降り積もる冬はネガティブになりがちで

すが、雪を味方につけポジティブな生活が

大切ではないかと考えます。「一陽来復」

のごとくやがて春が来れば雪解け水が豊富

で町に恵みを与えてくれます。

　志久見川と中津川が合流する日本一の信

濃川がありますが、津南町の名前の由来で

津とは水辺や川辺に船や人が集まる所で、

新潟県の最南端に位置しているため、津の

南側にある町ということで津南町と名づけ

られたと聞いています。

　今年は辰年なので、特に水の神といわれ

る龍神を敬い、水資源も有効に活用して欲

しいと思います。津南町を訪れるお客様は

豊富な雪解け水で作られた米、野菜、酒が

大好きだそうです。これからも、自然から

授かった恵みを大切にして頂けたらと願っ

ております。私も津南町を訪れるお客様に

対し、ふるさと案内人としてこれからも率

先して津南町の自然遺産をPRしていきたい

と思います。

　又、ガイドや観光を担当する人だけでなく、

町に暮らす皆様が一致協力して一人一人が

営業マンの様に津南町をアピールして頂け

たら大変ありがたいと思います。そうなれ

ば今よりもっと津南町の位置づけが上がる

のではないかと考えます。
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つ
な
ん
ま
ち

議
会
だ
よ
り

2012年1月23日発行
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議
会
だ
よ
り
は
私
達
が

担
当
し
ま
す
。

　
原
洋
子
・
滝
澤
茂
光
・
桑
原
　
悠
・
石
田
タ
マ
ヱ
・
村
山
道
明
・
風
巻
光
明

どうぞよろしくお願いします。◯風

新年明けましておめでとうございます



議　席　の　指　定

石田タマヱ
（1期）

村山　道明
（1期）

桑原　　悠
（1期）

風巻　光明
（1期）

　原　洋子
（2期）

恩田　　稔
（2期）

中山　　弘
（2期）

滝澤　茂光
（2期）

津端　眞一
（3期）

根津　勝幸
（3期）

藤ノ木浩子
（4期）

大平　謙一
（4期）

草津　　進
（5期）

吉野　　徹
（5期）

伊林　康男
（3期）

河田　強一
（4期）

2番4番6番8番10番12番14番16番

1番3番5番7番9番11番13番15番

（議員任期：平成23年11月10日～平成27年11月9日）

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

昨
年
を
振
り
返
る
と
非
常
に
災
害
の
多
い
年
で
あ
り
ま
し
た
。1
月
の
大
雪
、

そ
し
て
3
月
11
日
に
起
き
ま
し
た
東
日
本
大
震
災
で
津
波
に
よ
る
大
災
害
が

発
生
い
た
し
ま
し
た
。
ま
た
、
そ
の
震
災
に
よ
る
福
島
第
1
原
子
力
発
電
所

の
事
故
に
よ
る
放
射
能
漏
れ
に
よ
り
我
が
町
に
も
風
評
被
害
が
及
び
ま
し
た
。

　

翌
日
3
月
12
日
未
明
に
起
き
ま
し
た
「
新
潟
・
長
野
県
境
地
震
」
で
町
内

全
域
に
わ
た
り
家
屋
、
農
地
、
道
水
路
等
に
大
き
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

被
災
以
来
懸
命
な
復
旧
作
業
を
行
っ
て
お
り
ま
す
が
、
一
日
も
早
い
復
興
が

望
ま
れ
ま
す
。

　

ま
た
、7
月
の
豪
雨
で
も
大
き
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

　

一
方
、
永
年
の
懸
案
で
あ
り
ま
し
た
大
倉
バ
イ
パ
ス
の
完
成
に
は
、
多
く

の
町
民
の
方
々
か
ら
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
渡
り
初
め
が
行
わ
れ
た
こ
と
は

明
る
い
話
題
の
一
つ
で
も
あ
り
ま
す
。

　

議
会
に
お
い
て
は
、
10
月
に
町
議
会
議
員
選
挙
が
行
わ
れ
、
4
名
の
新
人
議

員
が
誕
生
し
ま
し
た
。
議
会
に
新
風
を
吹
き
込
ん
で
く
れ
る
も
の
と
、
期
待

を
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
町
民
の
皆
様
か
ら
「
議
会
の
顔
が
見
え
な
い
」
、

「
活
動
が
見
え
な
い
」
等
多
く
の
厳
し
い
意
見
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。
私
達
は

こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
、
議
会
の
改
革
、
よ
り
開
か
れ
た
議
会
へ
と
、
議
論
を

し
て
参
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

津
南
町
が
よ
り
発
展
し
、
住
み
や
す
い
町
を
目
指
し
て
、
議
員
一
丸
と
な

っ
て
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　

本
年
も
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

河  

田　

強  

一

津
南
町
議
会
議
長

23年度特別会計補正予算 △150万3千円

18,335万2千円

△661万1千円

△939万8千円

3,413万1千円

1,543万1千円

3,423万1千円

689万9千円

169万9千円

1,770万4千円

歳　
　

出

議　 会　 費

総 　務 　費

民　 生　 費

衛　 生　 費

農林水産業費

商　 工　 費

土　 木　 費

消　 防　 費

教　 育　 費

災害復旧費

△4,014万4千円

90万8千円

927万6千円

16,750万4千円

43万7千円

511万1千円

2,281万6千円

370万8千円

10,631万9千円

歳　
　

入

地方交付税

分担金及び負担金

国庫支出金

県  支  出  金

財  産  収  入

繰　 入　 金

繰　 越　 金

諸　 収　 入

町　　　　債

新
年
の
挨
拶

国、県の支出金増などで、2億7,593万5千円を
追加し総額81億5,955万8千円となりました。一般会計補正予算

平成23年 第4回定例会が12月14日から16日までの会期で開催されました。
13名の一般質問に始まり、人事案件、条例制定、平成23年度補正予算を審議し以下の通り決しました。

主な補正の内容

◎総　務　費：東日本大震災復興事業基金積立金
　　　　　　　被災集落等復興見舞金
◎民　生　費：障がい者福祉関係扶助費増
　　　　　　　外丸保育園通路除雪費
◎衛　生　費：クアハウス消雪井戸復旧工事
◎農林水産業費：きのこ王国支援事業関係増
◎土　木　費：冬期集落安全安心確保対策事業
◎教　育　費：文化財保護費増
◎災害復旧費：小、中学校復旧工事費増

国 民健康保険会計

補正額　　　2,607万1千円
総　額　11億8,899万9千円

後 期高齢者医療会計

補正額　　　　  75万4千円
総　額　  1億1,928万2千円

介 護保険会計

補正額　　　　935万8千円
総　額　13億2,740万5千円

農 業集落排水事業会計

補正額　　　7,620万4千円
総　額　  5億2,434万1千円

簡 易水道会計

補正額　　　　　 8万2千円
総　額　  2億4,175万8千円

下 水道事業会計

補正額　　　　　20万8千円
総　額　  4億1,216万7千円

　

第
4
回
臨
時
議
会
（
11
月
16
日
開
催
）

に
お
い
て
次
の
通
り
に
決
し
ま
し
た
。

　

議　
　

長　
　

河
田　

強
一

　

副

議

長　
　

伊
林　

康
男

総
文
福
祉
常
任
委
員
会

　

委

員

長　
　

草
津　
　

進

　

副
委
員
長　
　

根
津　

勝
幸

　
　

委　

員　
　

石
田
タ
マ
ヱ

　
　

委　

員　
　

風
巻　

光
明

　
　

委　

員　
　

中
山　
　

弘

　
　

委　

員　
　

藤
ノ
木
浩
子

　
　

委　

員　
　

伊
林　

康
男

産
業
建
設
常
任
委
員
会

　

委

員

長　
　

大
平　

謙
一

　

副
委
員
長　
　

津
端　

眞
一

　
　

委　

員　
　

村
山　

道
明

　
　

委　

員　
　

桑
原　
　

悠

　
　

委　

員　
　
　

原　

洋
子

　
　

委　

員　
　

恩
田　
　

稔

　
　

委　

員　
　

滝
澤　

茂
光

　
　

委　

員　
　

吉
野　
　

徹

　
　
　

議
会
運
営
委
員
会

　

委

員

長　
　

根
津　

勝
幸

　

副
委
員
長　
　

藤
ノ
木
浩
子

　
　

委　

員　
　

桑
原　
　

悠

　
　

委　

員　
　

津
端　

眞
一

　
　

委　

員　
　

大
平　

謙
一

　
　

委　

員　
　

草
津　
　

進

津
南
地
域
衛
生
施
設
組
合
議
会
議
員

　
　

議　

員　
　

恩
田　
　

稔

十
日
町
地
域
広
域
事
務
組
合
議
会
議
員

　
　

議　

員　
　

村
山　

道
明

　
　

議　

員　
　

中
山　
　

弘

新
潟
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
議
会
議
員

　
　

議　

員　
　

藤
ノ
木
浩
子

条
例
の
制
定

人 

事

新
し
い
議
会
構
成

常
任
委
員
等
の
選
任

津
南
町
暴
力
団
排
除
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　

（
全
員
賛
成
に
よ
り
可
決
）

要
旨　

暴
力
団
又
は
、
暴
力
団
員
等
に
よ

る
不
当
な
行
為
を
防
止
し
、
こ
れ
に
よ
り

町
内
の
事
業
活
動
又
は
、
町
民
活
動
に
生

じ
た
不
当
な
影
響
を
排
除
す
る
こ
と
。

◆
人
権
擁
護
委
員
に
次
の
２
名
を
全
員
で

　

推
薦
し
ま
し
た

　

山
田
隆
一 

氏

　
　
　
　
　
　
　
　

駒
澤
大
学
仏
教
学
部
卒

　
　
　
　
　
　
　
　

平
成
15
年
４
月
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
　

人
権
擁
護
委
員

　

本
山
佐
利 

氏

　
　
　
　
　
　
　
　

明
治
大
学
商
学
部
卒

　
　
　
　
　
　
　
　

平
成
23
年
３
月　

　
　
　
　
　
　
　
　

津
南
町
役
場
退
職

　
　
　
　
　
　
　
　

平
成
23
年
５
月

　
　
　
　
　
　
　
　

津
南
町
観
光
協
会
勤
務

　
　
　
　
　
　
　
　

現
在
に
至
る

◆
監
査
委
員
の
選
任
（
賛
成
多
数
で
同
意
）

　

吉
野　

徹 

氏

　

平
成
21
年
６
月
〜
平
成
23
年
11
月

　

前  

津
南
町
議
会
議
長

　

現
在  

津
南
町
議
会
議
員

◆
津
南
町
教
育
委
員
会
委
員
任
命

　
　
　
　
　
　
　
　

（
賛
成
多
数
で
同
意
）

　

宮
沢　

清 

氏

　
　
　
　
　
　
　
　

平
成
21
年
７
月
〜

　
　
　
　
　
　
　
　

平
成
22
年
３
月

　
　
　
　
　
　
　
　

町
づ
く
り
検
討
委
員

◆
津
南
町
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

　

委
員
選
任　

　
　
　

（
賛
成
多
数
で
再
度
選
任
に
同
意
）

　

中
島
宏
和 

氏

　
　
　
　
　
　
　
　

平
成
11
年
12
月
21
日

　
　
　
　
　
　
　
　

よ
り
町
固
定
資
産

　
　
　
　
　
　
　
　

評
価
委
員

◆
津
南
町
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
及
び

　

補
充
員
の
選
挙
に
つ
い
て

　

次
の
8
名
が
指
名
推
選
さ
れ
、
当
選
い

　

た
し
ま
し
た
。

　

選
挙
管
理
委
員　

涌
井　

政
宏 

氏

　
　
　
　
　
　
　
　

半
戸　

敬
二 

氏

　
　
　
　
　
　
　
　

石
橋　

義
一 

氏

　
　
　
　
　
　
　
　

丸
山　

政
友 

氏

　
　
　

同
補
充
員　

高
橋
紀
久
郎 

氏

　
　
　
　
　
　
　
　

駒
形　

和
貴 

氏

　
　
　
　
　
　
　
　

大
口　

博
正 

氏

　
　
　
　
　
　
　
　

津
端　

厚
子 

氏

2

津南町議会だより

2012.1.23
条例の制定、人事、一般・特別会計補正予算

津南町議会だより

2012.1.23
議長挨拶、新しい議会構成
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Ｔ
Ｐ
Ｐ
へ
の
参
加
と
２
０
１
１
年
３
月

に
決
定
し
た
食
糧
・
農
業
・
農
村
基
本
計
画

と
は
相
容
れ
な
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
見

解
を
伺
う
。

町
長　

新
た
な
食
糧
・
農
業
・
農
村
基
本
計

画
で
は
、
カ
ロ
リ
ー
ベ
ー
ス
の
自
給
率
を
40

％
か
ら
50
％
へ
引
き
上
げ
、
総
合
的
食
料
安

全
保
障
の
確
立
等
が
う
た
わ
れ
て
お
り
、
戸

別
補
償
や
農
業
の
六
次
産
業
の
推
進
に
よ
る

国
内
農
業
の
強
化
と
な
っ
て
い
る
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ

参
加
で
関
税
が
撤
廃
さ
れ
た
場
合
、
農
林
省

の
試
算
で
は
、
農
産
物
の
減
少
額
が
４
兆
１

千
億
円
、
食
料
自
給
率
が
14
％
に
下
が
る
。

　

基
本
計
画
と
Ｔ
Ｐ
Ｐ
で
の
関
税
撤
廃
論
議

と
が
ま
っ
た
く
整
合
性
の
と
れ
な
い
内
容
と

な
っ
て
い
る
。

　

農
産
物
の
関
税
撤
廃
は
、
経
済
理
論
だ
け

で
な
く
、
国
民
生
活
の
将
来
に
多
く
の
悪
影

響
を
及
ぼ
す
と
考
え
て
お
り
、
農
産
物
の
関

税
撤
廃
は
認
め
る
こ
と
が
出
来
な
い
と
考
え

て
い
る
。

問　

農
業
は
当
該
地
域
の
自
然
環
境
と
社
会

的
歴
史
風
土
を
基
盤
と
し
て
い
る
と
言
わ
れ

て
い
る
が
。

町
長　

国
土
保
全
に
お
け
る
農
業
の
多
面
的

機
能
は
数
兆
円
と
言
わ
れ
て
い
る
。
関
税
撤

廃
に
よ
る
農
地
の
荒
廃
等
に
よ
る
影
響
は
計

り
知
れ
な
い
。

問　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
で
わ
が
国
農
業
の
行
方
は
。

町
長　

関
税
撤
廃
で
崩
壊
の
お
そ
れ
あ
り
。

誇
れ
る
農
産
物
増
産
と
世
界
中
で
の
位
置
づ

け
が
肝
要
。

基
本
計
画
と
の
整
合
性
に

つ
い
て

　
　

震
災
に
よ
り
地
域
経
済
は
極
め
て
厳
し

い
状
況
で
あ
り
、
税
収
増
が
望
め
な
い
中
で

の
対
応
は
。

町
長　

長
野
県
北
部
地
震
の
復
旧
復
興
に
、

新
年
度
も
優
先
的
に
取
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
一
方
で
、
新
規
事
業
や
既
存
事
業
の

自
然
増
に
つ
い
て
は
、
国
の
動
向
や
経
済
情

勢
か
ら
み
て
、
財
源
的
に
は
限
ら
れ
て
い
る

の
で
、
費
用
対
効
果
を
厳
し
く
査
定
し
、
将

来
予
測
を
的
確
に
行
っ
て
い
く
。

問　

30
箇
所
が
16
箇
所
と
な
っ
た
理
由
と
現

状
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

町
長　

投
票
所
に
つ
い
て
は
、
津
南
町
選
挙

管
理
委
員
会
で
決
定
し
て
い
る
。
道
路
改
良
、

整
備
に
よ
り
利
便
性
が
高
ま
っ
て
き
た
。
ま

た
、
期
日
前
投
票
等
見
直
し
に
よ
り
、
投
票

機
会
の
拡
大
が
図
ら
れ
て
き
た
。
今
後
と
も

多
く
の
有
権
者
が
投
票
で
き
る
よ
う
検
討
し

て
い
く
。

問　

10
月
８
日
〜
10
月
11
日
、
３
泊
４
日
で

国
際
友
好
交
流
都
市
、
驪
州
郡
の
陶
磁
器
ま

つ
り
、
ハ
ン
グ
ル
の
日
、
郡
民
の
日
・
記
念

式
パ
レ
ー
ド
に
、
町
長
と
一
緒
に
参
加
さ
せ

て
頂
い
た
。
そ
こ
で
、
津
南
町
に
お
い
て
も

「
津
南
町
民
の
日
」
を
設
け
て
は
ど
う
か
。

町
長　

先
人
の
努
力
に
感
謝
し
、
明
日
の
町

づ
く
り
を
共
に
考
え
、「
町
民
の
日
」
を
制

定
し
一
体
感
を
育
む
こ
と
は
意
義
深
い
と
考

え
て
い
る
。
全
国
的
に
は
減
じ
て
い
る
な
か
、

あ
ら
た
め
て
今
後
に
向
け
て
実
施
の
効
果
、

方
法
も
含
め
て
議
会
と
の
議
論
、
課
題
と
し

て
い
い
の
で
は
な
い
か
。

　
　

町
の
最
重
要
課
題
は
人
口
減
少
を
い
か

に
し
て
食
い
止
め
る
か
。

　

若
者
の
働
く
場
の
確
保
が
重
要
と
考
え
る
が
、

町
は
企
業
誘
致
を
ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い
る
か
。

町
長　

県
の
工
業
団
地
も
今
は
ソ
ー
ラ
ー
発

電
の
場
と
な
っ
て
い
る
。

日
本
の
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
を
目
指
し
た
シ
ャ
ー

プ
の
亀
山
工
場
も
今
は
売
り
に
出
さ
れ
て
い

る
。
オ
プ
シ
ー
ド
津
南
の
件
も
あ
り
企
業
誘

致
は
難
し
い
と
考
え
て
い
る
。

し
か
し
津
南
に
と
っ
て
優
良
企
業
誘
致
で
あ

れ
ば
町
は
直
接
支
援
も
考
え
て
い
る
。

問　

町
の
子
育
て
支
援
策
は
。
津
南
町
に
住

ん
だ
ら
子
育
て
は
安
心
と
い
わ
れ
る
対
策
は

な
い
か
。

町
長　

近
年
の
出
産
数
は
60
人
前
後
で
あ
り

死
亡
数
、
社
会
的
動
態
は
マ
イ
ナ
ス
に
リ
ン

ク
し
て
い
る
。
年
１
５
０
人
の
減
少
が
続
く

と
思
わ
れ
危
機
感
を
持
っ
て
い
る
。
津
南
町

が
人
口
を
増
や
す
こ
と
は
難
し
い
が
、「
津

南
町
に
住
ん
で
津
南
町
で
子
供
を
産
ん
だ
ら
、

子
育
て
に
関
し
て
は
絶
対
間
違
い
な
い
よ
」

と
評
価
を
頂
け
る
町
に
す
る
た
め
、
努
力
し

て
ゆ
く
。

問　

農
業
者
の
高
齢
化
に
ど
う
対
応
す
る
の

か
。
私
は
集
落
に
集
団
営
農
が
必
要
と
思
う
。

町
は
ど
う
支
援
す
る
の
か
伺
う
。

振
興
課
長　

 

　
　

組
織
づ
く
り
は
重
要
と

考
え
て
い
る
。
町
と
し
て
は
全
力
で
取
り
組

み
た
い
と
考
え
支
援
し
て
ゆ
く
。
地
域
で
良

く
話
し
合
い
、
町
に
相
談
し
て
ほ
し
い
。

守れるか、のどかな風景

問

町
長

町
長

問

問

問

問問 町
長

町
長

町
長

町
長

町
長
‥
畑
作
の
位
置
づ
け
が
極
め
て
大
き
い

町
民
所
得
の
向
上
を
ど
の
よ
う
に
構
築
す
る
か

草　

津　

  

進 

議
員

問問 町
長

町
長

子 供 は 津 南 の 宝 で す

問

にぎわう「郡民の日」（韓国驪州郡）

２４
年
度
予
算
編
成
の

目
玉
、
主
要
事
業
は

高
齢
化
が
進
む
な
か
選
挙
の

投
票
所
の
検
討
を

「
津
南
町
民
の
日
」

　
　
　

制
定
に
つ
い
て

　
　

雇
用
機
会
均
等
法
が
施
行
さ
れ
て
本
年

で
25
年
目
と
言
わ
れ
る
。
民
間
企
業
で
は
業

績
向
上
の
た
め
に
女
性
登
用
が
多
く
見
ら
れ

る
が
、
当
町
役
場
で
は
女
性
の
管
理
職
の
起

用
は
な
い
の
か
。

町
長　

民
間
で
は
管
理
職
に
女
性
登
用
は
一

般
的
に
行
わ
れ
て
い
る
。

　

男
女
の
区
別
を
問
わ
ず
能
力
を
適
正
に
評

価
す
る
こ
と
は
人
事
の
基
本
と
考
え
る
。
就

任
か
ら
驚
い
た
こ
と
は
、
過
去
に
お
い
て
女

性
職
員
の
採
用
が
細
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

本
年
の
人
事
に
女
性
班
長
も
図
っ
た
と
こ
ろ

で
あ
る
。
女
性
の
登
用
範
囲
を
ど
の
く
ら
い

に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
考
え
は
な

い
。

　

町
行
政
を
盛
り
上
げ
て
い
く
た
め
に
も
男

女
適
材
適
所
で
起
用
し
て
い
き
た
い
。

問　

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
混
乗
化
な
ど
に
伴
い
、

中
学
校
の
下
校
時
の
各
方
面
へ
の
バ
ス
時
間

が
ま
ち
ま
ち
で
、
路
線
バ
ス
に
合
わ
せ
て
学

校
事
業
の
時
間
を
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
い
う
が
、
見
直
し
を
図
れ
な
い
か
。

町
長　

津
南
中
学
校
よ
り
帰
り
の
バ
ス
時
刻

を
揃
え
て
い
た
だ
き
た
い
と
の
申
し
入
れ
が

あ
り
、
津
南
小
と
時
間
の
す
り
合
わ
せ
を
検

討
し
て
い
る
。

問　

大
口
出
資
者
で
あ
る
津
南
町
と
し
て
、

町
長
は
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

町
長　

出
資
者
と
し
て
販
売
量
の
向
上
な
ど

支
援
で
き
る
と
こ
ろ
は
今
後
と
も
支
援
し
て

い
き
た
い
。

問問

問町
長

町
長

町
長

17時台は一斉下校できるのだが…

役
場
人
事
に
女
性
管
理
職
が

い
な
い
の
は
な
ぜ
か

津
南
醸
造
に
つ
い
て
町
長
の

見
解
を

地
域
振
興
課
長

一
年
に
1
0
0
人
の
子
供
が

誕
生
す
る
町
へ

離
農
者
が
年
々
増
加
し
て
い
る
。

振
興
策
を
示
せ

町
長
‥
精
一
杯
、
子
供
へ
の
投
資
を
行
う

町
の
人
口
減
少
を
食
い
止
め
た
い

大 

平　

謙 

一 

議
員

町
長
‥
能
力
に
お
い
て
役
職
に
登
用
す
る

管
理
職
に
女
性
登
用
は
な
い
の
か

根 
津　

勝 

幸 

議
員

町
長
‥
国
民
生
活
の
将
来
に
悪
影
響

Ｔ
Ｐ
Ｐ
と
日
本
農
業
の
行
方
に
つ
い
て

伊 

林　

康 

男 

議
員

農
業
は「
風
土
産
」で

自
由
貿
易
の
対
象
外

公
共
交
通
体
系
の
見
直
し
を

45
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町
長
‥
サ
ー
ビ
ス
低
下
は
な
い
と
考
え
て
い
る

改
正
介
護
保
険
法
が
も
た
ら
す
影
響
は

藤
ノ
木　

浩
子 

議
員

　
　

市
町
村
の
判
断
で
新
た
に
介
護
予
防
・

生
活
支
援
総
合
事
業
を
創
設
で
き
る
こ
と
と

な
っ
た
。サ
ー
ビ
ス
提
供
は
、内
容
も
料
金
設

定
も
す
べ
て
市
町
村
ま
か
せ
で
、担
い
手
も

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
、多
様
な
マ
ン
パ
ワ
ー

を
活
用
す
る
と
さ
れ
て
い
る
。こ
れ
は
サ
ー

ビ
ス
水
準
の
低
下
に
つ
な
が
り
か
ね
な
い
事

業
と
思
わ
れ
る
が
、ど
う
お
考
え
か
。

町
長　

総
合
事
業
が
実
施
さ
れ
る
と
２
次
予

防
対
象
者
は
従
来
の
介
護
予
防
に
加
え
、市

町
村
が
定
め
る
配
食
、見
守
り
等
の
サ
ー
ビ

ス
を
受
け
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、要
支
援

１
、２
の
対
象
者
は
従
来
の
予
防
給
付
サ
ー

ビ
ス
か
、総
合
事
業
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
か

を
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
ア
セ
ス

メ
ン
ト
で
決
定
す
る
。地
域
の
実
情
や
サ
ー

ビ
ス
の
適
用
は
ど
う
か
、利
用
者
負
担
の
有

無
、事
業
者
指
定
な
ど
検
討
し
た
中
で
実
施

を
考
え
た
い
。介
護
予
防
等
の
サ
ー
ビ
ス
が

総
合
的
に
提
供
さ
れ
る
の
で
、サ
ー
ビ
ス
低

下
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

問　

65
歳
以
上
の
介
護
保
険
料
引
き
下
げ
の

た
め
、国
の
保
険
料
抑
制
の
考
え
方
に
基
づ

く
と
、町
の
次
期
保
険
料
は
ど
う
な
る
か
。

町
長　

県
に
お
け
る
財
政
安
定
化
基
金
は
活

用
さ
れ
て
お
り
取
り
崩
せ
な
い
。サ
ー
ビ
ス

の
充
実
と
高
齢
化
を
見
込
む
と
保
険
料
上
昇

は
避
け
ら
れ
な
い
。町
の
基
金
等
活
用
し
、急

激
な
負
担
増
は
避
け
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問　

年
金
で
入
れ
る
特
養
ホ
ー
ム
を
。

町
長　

年
金
で
施
設
利
用
が
賄
え
る
視
点
は
、

利
用
す
る
側
に
と
っ
て
は
基
本
的
な
考
え
方

で
あ
り
、そ
の
よ
う
な
制
度
構
築
が
基
本
と

考
え
る
。特
養
は
基
礎
年
金
で
賄
え
る
が
、ケ
ー

ス
に
よ
っ
て
は
相
談
を
。

問問
利
用
者
・
家
族
に
重
大
な

影
響
を
与
え
る
も
の

町
長

問 町
長

町
長

ニーズが高まる介護施設

　
　

削
井
方
式
は
水
脈
の
変
動
、
直
接
取
水

に
は
渇
水
期
の
灌
漑
用
水
に
支
障
を
き
た
す

こ
と
と
な
る
、
冒
頭
申
し
上
げ
て
お
く
が
、

水
は
決
し
て
余
っ
て
い
る
訳
で
は
な
い
こ
と

を
肝
に
銘
じ
て
お
い
て
い
た
だ
き
た
い
。
命

の
水
と
し
て
昭
和
33
年
に
岡
、
谷
内
、
赤
沢

３
集
落
の
水
道
水
と
し
て
、
又
稲
作
の
灌
漑

用
水
と
し
て
活
用
さ
れ
続
け
て
い
る
が
、
寒

中
の
渇
水
期
、
水
田
の
田
か
き
時
に
は
水
管

理
に
苦
労
し
て
い
る
実
態
が
あ
り
、
取
水
に

よ
り
湧
水
等
、
環
境
に
影
響
が
あ
っ
て
は
な

ら
な
い
し
、
慎
重
に
対
応
す
べ
き
で
あ
る
。

町
長　

毎
分
30
ト
ン
の
水
量
の
う
ち
1
日
に

つ
き
45
秒
間
の
取
水
量
で
あ
り
、
水
環
境
に

絶
対
影
響
が
な
い
と
は
言
え
な
い
が
、
極
め

て
影
響
は
少
な
い
も
の
と
考
え
て
い
る
。
大

手
の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
の
８
千
店
で

津
南
の
水
が
一
番
お
い
し
い
水
と
し
て
全
国

で
販
売
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
よ
り
、
津
南

町
の
宣
伝
効
果
も
期
待
さ
れ
る
し
、
津
南
農

産
物
の
販
売
に
と
っ
て
も
大
き
な
力
と
な
る
。

し
か
し
、
取
水
が
全
く
環
境
に
影
響
が
な
い

と
も
考
え
て
い
な
い
。
岡
・
谷
内
の
集
落
の

皆
様
に
判
断
を
お
願
い
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。

問　

企
業
で
あ
れ
ば
当
然
コ
ス
ト
を
抑
え
る

の
で
あ
ろ
う
が
、
１,
２
0
0
万
本
の
販
売

計
画
で
あ
り
、
12
億
円
の
売
り
上
げ
が
見
込

め
る
が
、
そ
れ
に
対
す
る
水
使
用
料
は
１
８

０
万
円
と
な
っ
て
お
り
、
あ
ま
り
に
も
少
な

い
と
思
う
が
。

地
域
振
興
課
長　
　

私
共
と
し
て
も
コ
ス
ト

面
の
検
証
を
行
う
。

地
域
振
興
課
長

町
長
‥
取
水
量
は
僅
か
で
あ
り
、岡
・
谷
内
集
落
の
判
断
を
尊
重
す
る

竜
ヶ
窪
の
名
水
活
用
の
問
題
点
を
問
う

滝 

澤　

茂 

光 

議
員

問問 町
長

地域の貴重な命の水源

　
　

恒
常
的
な
看
護
師
不
足
が
続
く
中
、ス
タ
ッ

フ
の
高
齢
化
が
深
刻
、診
療
体
制
ま
で
危
う

く
な
る
現
状
に
ど
う
対
応
す
る
の
か
伺
う
。

町
長　

将
来
的
に
職
員
の
高
齢
化
や
看
護
師

不
足
が
課
題
と
な
る
。
看
護
職
員
に
つ
い
て

は
、
口
コ
ミ
や
メ
デ
ィ
ア
等
の
活
用
に
よ
る

積
極
的
な
募
集
活
動
等
を
行
う
中
で
引
き
続

き
職
員
確
保
に
取
り
組
ん
で
い
く
。
来
年
度
、

民
間
機
関
と
も
調
整
し
、
町
独
自
の
奨
学
制

度
を
実
施
し
来
春
の
高
卒
者
が
使
え
る
よ
う

周
知
し
た
い
。

問　

パ
ー
ト
、
臨
時
職
員
が
医
療
の
現
場
を

支
え
て
い
る
。
労
働
条
件
、
賃
金
な
ど
待
遇

改
善
が
緊
急
の
課
題
と
思
う
が
い
か
が
か
。

町
長　

病
院
は
全
職
種
の
総
合
力
で
運
営
さ

れ
て
い
る
。
パ
ー
ト
、
臨
時
職
も
非
常
に
重

要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。
昨
年
、
賃
金
等

引
き
上
げ
た
が
今
後
も
待
遇
改
善
に
取
り
組

み
た
い
。

病
院
事
務
長　

現
在
、
看
護
助
手
、
臨
時
、

パ
ー
ト
職
員
に
来
て
い
た
だ
き
、
何
と
か
や

り
く
り
し
て
い
る
が
、
募
集
し
て
も
集
ま
ら

な
い
状
況
。
若
い
人
は
都
市
部
の
急
性
期
病

院
で
勉
強
し
た
い
と
い
う
思
い
が
あ
る
。
引

き
続
き
条
件
整
備
を
行
い
魅
力
あ
る
病
院
に

し
た
い
。
採
用
に
関
し
て
は
待
遇
改
善
を
図
っ

て
い
き
た
い
。

問　

平
成
23
年
度
は
被
災
住
宅
改
修
事
業
に

よ
り
住
民
に
も
大
変
喜
ば
れ
た
。
地
域
経
済

循
環
を
生
み
出
し
有
効
な
施
策
だ
。
さ
ら
に

充
実
、
継
続
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

町
長　

元
の
10
万
円
に
戻
し
継
続
を
検
討
、

慎
重
な
対
応
が
必
要
。

建
設
課
長　

補
助
金
に
対
し
総
事
業
費
は

10
倍
強
で
あ
る
。
県
も
考
え
て
い
た
だ
く
と

助
か
る
。

町
長
‥
積
極
的
な
募
集
活
動
を
行
う

医
療
ス
タ
ッ
フ
の
待
遇
改
善
に
つ
い
て

医療体制の充実を願う

問問

住
宅
改
修
補
助
事
業
の

充
実
と
継
続
を

地
域
の
医
療
担
う
津
南
病
院

看
護
職
員
に
過
重
な
負
担

町
長

建
設
課
長

病
院
事
務
長

町
長

町
長

問

　
　

津
南
町
に
お
い
て
も
少
子
化
が
進
む
中
、

小
学
校
の
児
童
が
激
減
し
平
成
15
年
比
２
０

０
人
減
で
現
在
４
８
９
人
、今
後
も
更
に
減

少
す
る
。湯
沢
町
で
は「
統
合
文
教
施
設
」と

し
て
１
か
所
集
中
で
２
０
１
４
年
に
開
校
予

定
だ
が
、津
南
町
は
ど
う
進
め
て
行
く
の
か
。

町
長　

津
南
町
小
中
学
校
適
正
規
模
検
討
委

員
会
で
提
出
さ
れ
た
答
申
書
を
尊
重
す
る
。

答
申
書
の
見
直
し
は
考
え
て
い
な
い
が
、
引

き
続
き
ロ
ー
リ
ン
グ
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
行
い

地
域
の
人
に
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
よ
う

努
力
す
る
。

問　

現
在
学
校
の
空
き
校
舎
は
２
カ
所
、
校

長
、
教
頭
住
宅
を
含
め
た
空
い
て
い
る
教
員

宿
舎
は
９
軒
と
な
っ
て
い
る
が
、
今
後
も
増

え
る
と
予
測
さ
れ
る
。
そ
の
有
効
活
用
に
つ

い
て
伺
う
。

町
長　

平
成
22
年
10
月
に
教
育
委
員
会
を

含
め
た
庁
舎
内
の
関
係
課
と
「
空
き
校
舎
、

保
育
園
再
利
用
検
討
会
」
を
立
ち
上
げ
協
議

し
た
。
教
員
宿
舎
は
普
通
財
産
に
し
、
公
営

住
宅
と
し
て
活
用
す
る
予
定
。
又
空
き
校
舎

に
つ
い
て
は
再
度
検
討
委
員
会
を
立
ち
上
げ

早
い
時
期
に
具
体
化
し
た
い
。

問　

い
じ
め
や
不
登
校
の
現
状
と
低
年
齢
層

の
自
殺
や
非
行
が
増
加
し
て
い
る
中
で
、今
後

道
徳
教
育
の
強
化
充
実
の
必
要
性
が
あ
る
が
。

町
長　

当
町
学
校
基
本
調
査
の
結
果
、
い
じ

め
や
不
登
校
は
若
干
名
い
た
。
教
育
委
員
会

が
中
心
と
な
り
、
現
状
分
析
し
課
題
を
ま
と

め
た
。
ま
た
「
津
南
町
教
育
懇
談
会
」
も
立

ち
上
げ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
強
く
て
優
し
い

人
づ
く
り
の
教
育
に
取
り
組
ん
で
行
く
。

問　

津
南
中
学
校
を
卒
業
の
生
徒
は
全
て
町

外
で
の
修
学
を
せ
ざ
る
を
得
な
い
が
、
送
迎

を
含
め
家
庭
で
は
大
き
な
負
担
と
な
っ
て
い

る
。
そ
の
通
学
支
援
の
考
え
は
。

町
長　

地
域
公
共
交
通
を
整
備
し
て
い
る
が
、

更
に
支
援
体
制
を
検
討
す
る
。

問

問問問

町
長

町
長

町
長

町
長

雪の中登校する小学生

町
長
‥
強
く
て
優
し
い
人
づ
く
り
の
教
育
に
取
り
組
む

将
来
に
向
け
た
学
校
と
教
育
に
つ
い
て

風 

巻　

光 

明 

議
員
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独
自
財
源
と
国
に
よ
る
財
政
調
整
の
比

率
。
先
行
き
不
透
明
な
地
方
交
付
税
に
頼
る

の
か
、
課
税
や
人
口
増
加
策
や
企
業
誘
致
に

よ
り
独
自
財
源
を
増
や
す
の
か
。

町
長　

地
方
交
付
税
に
頼
ら
な
い
町
政
は
無

理
。
課
税
の
負
荷
に
よ
っ
て
町
の
税
財
源
を

潤
す
考
え
方
は
難
し
い
。
む
し
ろ
、
産
業
の

振
興
、
地
域
の
生
産
性
向
上
に
よ
っ
て
所
得

を
高
め
て
い
き
た
い
。

問　

将
来
世
代
へ
の
投
資
を
増
や
し
て
い
く

考
え
は
な
い
か
。

町
長　

高
齢
化
に
伴
う
社
会
保
障
サ
ー
ビ
ス

が
町
の
基
幹
だ
が
、
良
い
と
思
っ
た
こ
と
に

は
積
極
的
に
投
資
で
き
る
よ
う
な
財
源
形
態

を
も
ち
た
い
。

　
　

ふ
る
さ
と
納
税
の
P
R
、
環
境
改
善
。

特
に
使
途
の
明
確
化
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

に
よ
る
納
付
方
法
の
導
入
を
提
案
す
る
が
い

か
が
か
。

町
長　

ふ
る
さ
と
納
税
は
有
り
難
い
こ
と
に
、

昨
年
秋
か
ら
増
え
、
17
名
か
ら
計
1
8
2
万

2
千
円
い
た
だ
い
た
。
様
々
な
会
合
の
場
で

P
R
し
て
お
り
、
又
、
現
在
の
や
り
方
は
非

常
に
や
り
に
く
い
の
で
プ
ロ
グ
ラ
ム
改
善
を

命
じ
た
と
こ
ろ
。
他
の
納
付
方
法
は
近
隣
市

町
村
を
参
考
に
よ
り
よ
い
方
法
を
検
討
す
る
。

　
　

将
来
、
水
を
争
う
時
代
に
な
る
と
思
わ

れ
、
水
を
管
理
・
利
用
・
保
護
す
る
条
例
が
必

要
。そ
の
た
め
作
業
部
会（
W
G〈
ワ
ー
キ
ン

グ
・
グ
ル
ー
プ
〉）設
置
を
提
案
し
た
い
が
い

か
が
か
。

町
長　

W
G
の
性
格
づ
け
が
勉
強
会
の
よ
う

な
も
の
で
あ
れ
ば
設
置
さ
せ
て
い
た
だ
き
た

い
。
津
南
は
名
水
の
宝
庫
だ
が
、
制
限
す
る

こ
と
の
検
討
も
必
要
。
湧
水
に
は
水
利
権
者

が
お
り
、
地
下
水
も
問
題
点
が
多
い
の
で
、

そ
れ
ぞ
れ
十
分
な
検
討
、
協
議
が
必
要
。

町
財
政
を
強
く
す
る

努
力
を
す
る
べ
き

　
　

津
南
町
が
今
後
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
を
構
築
す
る
に
あ
た
り
、
地
域
医
療
を
担

う
町
立
津
南
病
院
の
今
後
の
在
り
方
に
つ
い

て
伺
う
。

町
長　

近
隣
の
県
立
十
日
町
病
院
、魚
沼
基

幹
病
院
と
連
携
を
し
な
が
ら
、町
民
の
身
近
な

と
こ
ろ
で
総
合
的
に
見
立
て
ら
れ
る
か
か
り

つ
け
医
と
し
て
の
役
割
と
、今
後
は
終
末
期
医

療
も
視
野
に
入
れ
て
、安
心
し
て
診
療
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
る
病
院
を
目
指
し
て
い
く
。

　

ま
た
、
優
先
度
の
低
い
診
療
科
の
設
置
継

続
に
つ
い
て
は
検
討
す
る
。
医
薬
分
業
に
つ

い
て
は
、
住
民
へ
の
サ
ー
ビ
ス
維
持
の
観
点

か
ら
も
今
後
病
院
審
議
会
で
検
討
を
し
て
い

く
。
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
は

今
年
3
月
に
65
歳
以
上
の
高
齢
者
を
対
象
に

「
ニ
ー
ズ
調
査
」
を
実
施
し
現
在
分
析
中
で

あ
り
、
第
五
期
介
護
保
険
計
画
に
盛
り
込
む

作
業
を
進
め
て
い
る
。

問　

平
成
24
年
度
か
ら
の
第
五
期
介
護
保
険

計
画
を
「
施
設
整
備
」「
在
宅
支
援
」「
介
護

予
防
」
の
視
点
か
ら
概
要
を
伺
う
。

町
長　

平
成
24
年
度
か
ら
の
第
五
期
介
護
保

険
計
画
に
つ
い
て
は
、
国
の
指
針
が
示
さ
れ

た
の
が
つ
い
最
近
で
あ
り
、
現
在
原
案
を
作

成
中
で
あ
る
。
基
本
的
に
は
国
の
指
針
の
下

に
、
県
が
示
し
た
留
意
点
に
沿
っ
て
、
各
サ
ー

ビ
ス
が
切
れ
間
な
く
提
供
で
き
る
「
地
域
包

括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
の
構
築
を
目
指
し
て
第

五
期
介
護
保
険
計
画
を
作
成
す
る
。

　

ま
た
、
在
宅
介
護
を
継
続
す
る
た
め
の
短

期
入
所
施
設
の
在
り
方
や
、
介
護
予
防
の
在

り
方
に
つ
い
て
、
第
五
期
介
護
保
険
計
画
の

中
に
示
し
、
将
来
的
に
、
安
定
し
た
介
護
・

福
祉
を
提
供
す
る
た
め
に
、
慎
重
に
取
り
組

ん
で
い
く
。

　
　

特
別
会
計
へ
の
繰
出
金
が
増
え
て
い
る

が
適
切
で
あ
る
か
。

町
長　

国
の
繰
出
基
準
を
上
回
っ
て
い
る
の

は
、
病
院
事
業
会
計
と
国
民
健
康
保
険
会
計

の
二
つ
で
あ
る
。
改
め
る
と
こ
ろ
は
改
め
、

今
後
も
適
切
な
支
援
を
す
る
。

問　

負
担
金
、補
助
金
、繰
出
金
、人
件
費
で

一
般
会
計
の
半
分
以
上
を
占
め
て
い
る
。
財

源
確
保
の
為
に
は
見
直
し
の
必
要
は
な
い
か
。

町
長　

歳
出
の
適
正
な
執
行
と
事
務
事
業
の

見
直
し
を
図
っ
て
ゆ
く
。

問　

飯
山
線
Ｓ
Ｌ
運
行
に
つ
い
て
、
津
南
、

飯
山
ま
で
の
延
長
に
進
展
は
あ
っ
た
の
か
。

町
長　

飯
山
線
沿
線
地
域
活
性
化
協
議
会
で

長
野
駅
ま
で
の
運
行
が
可
能
と
な
る
よ
う
、

給
水
施
設
や
炭
ガ
ラ
置
き
場
等
の
施
設
整
備

を
行
う
よ
う
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
に
要
望
す
る
こ

と
に
決
定
し
た
。

問　

旧
三
箇
小
学
校
校
舎
を
、
廃
校
活
用
の

モ
デ
ル
と
し
て
、
都
会
の
学
校
や
行
政
、
教

育
委
員
会
な
ど
に
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
を
提
案
し

た
い
が
、
町
と
し
て
積
極
的
に
進
め
る
考
え

は
な
い
か
。

町
長　

空
き
校
舎
な
ど
の
活
用
を
検
討
委
員

会
で
進
め
て
い
る
が
、
ま
だ
、
結
論
は
出
て

い
な
い
。
提
案
等
を
検
討
し
、
早
期
に
活
用

を
図
り
た
い
。

問　

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
の
誘
致
は
他
の
自
治

体
も
積
極
的
に
行
っ
て
い
る
。
通
信
の
イ
ン

フ
ラ
整
備
が
さ
れ
た
津
南
は
、
従
来
の
工
場

誘
致
と
は
異
な
り
、
条
件
不
利
地
で
は
な
い
。

町
長　

津
南
町
は
適
地
と
考
え
て
い
る
。
雇

用
対
象
の
若
い
女
性
が
少
な
い
こ
と
、
24
時

間
勤
務
体
制
が
受
け
入
れ
ら
れ
る
か
、
課
題

も
あ
る
が
、
通
信
関
係
の
企
業
誘
致
に
は
今

後
も
積
極
的
に
取
り
組
み
た
い
。

問問問

問町
長

問

問町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長
‥
安
心
で
き
る
住
民
生
活
を
最
優
先

医
療
と
介
護
の
連
携
強
化
を

石
田　

タ
マ
ヱ 

議
員

問問問 問 町
長

町
長

町
長

問

住
民
に
密
着
し
た

医
療
機
関
を
目
指
し
て

第
五
期
介
護
保
険
計
画
の

概
要
に
つ
い
て

　
　

義
援
金
の
最
終
配
分
の
方
向
性
と
方
針

は
。

町
長　

現
在
義
援
金
総
額
は
、
５,

９
０
２

万
円
で
内
訳
と
し
て
日
赤
３,

１
０
２
万
円
、

県
民
募
金
、
３
１
２
万
円
、
町
へ
２,

４
８

７
万
円
で
、
こ
れ
ま
で
配
分
し
た
金
額
は
、

３,

７
１
１
万
円
。
残
高
の
２,

１
９
１
万

円
は
今
後
、集
落
の
公
民
館
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

施
設
の
復
旧
の
支
援
と
し
た
い
。

問　

寒
波
に
よ
る
雪
害
状
況
時
に
お
け
る
弱

者
世
帯
・
孤
立
集
落
支
援
は
。

町
長　

冬
期
保
安
要
員
は
今
期
、
新
規
に
大

谷
内
集
落
含
め
７
集
落
で
あ
る
。
大
谷
内
に

除
雪
機
を
配
置
し
て
、
安
心
の
確
保
を
す
る
。

税
務
町
民
課
長　

弱
者
世
帯
除
雪
支
援
助

成
を
昨
年
同
様
、
大
雪
に
は
３
回
分
の
回
数

を
増
し
て
６
回
に
し
て
い
き
た
い
。

問　

大
倉
ス
ノ
ー
シ
ェ
ッ
ド
区
間
の
払
下
げ

後
の
利
活
用
は
。

町
長　

補
修
完
了
後
、
町
へ
管
理
が
移
動
す

る
。
ま
ず
町
道
で
管
理
す
る
が
、
利
活
用
方

法
を
検
討
し
、
廃
止
に
つ
い
て
は
関
係
者
と

協
議
し
た
い
。

問　

津
南
病
院
小
児
科
医
師
の
常
勤
確
保
に

全
力
を
。

町
長　

慈
恵
医
科
大
学
の
医
局
・
研
究
室
へ

更
に
訪
問
し
、
派
遣
を
強
く
お
願
い
し
て
い

く
。

問問問

問町
長

町
長

町
長

町
長

町
長 義

援
金
配
分
と

寒
波
雪
害
対
策
助
成
は

町
長
‥
健
全
財
政
の
堅
持
に
努
め
る

24
年
度
の
予
算
編
成
に
つ
い
て

恩  

田　
　

稔 

議
員

町
長
‥
災
害
危
機
管
理
や
弱
者
支
援
は
機
敏
に
対
応
し
た
い

安
心
・
安
全
な
町
づ
く
り
の
た
め
に

村 
山　

道 

明 

議
員

町
長
‥
所
得
向
上
の
実
現
で
独
自
財
源
比
率
を
拡
大

財
政
権
の
自
立
を
め
ざ
す
意
志
を
問
う

桑  

原　
　

悠 

議
員

水
に
関
す
る
条
例
づ
く
り
の

た
め
に
W
G
を

町
長

観
光
と
交
流
の
拡
大
に
つ
い
て

雇
用
拡
大
と
企
業
誘
致
に
つ
い
て

予
算
の
組
み
替
え
等
に
つ
い
て
は

福
祉
保
健
課
長

介 護 保 険 の 充 実 を

求められる維持費以上の活用トンネルをどう生かすか

冬には消雪に使われている水資源
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【
農
林
関
係
】

◆
苗
場
山
麓
地
区
外
の
土
地

改
良
事
業
、
中
山
間
地
域
総

合
整
備
事
業
等
に
も
早
期
完

工
に
向
け
国
県
に
対
し
強
く

要
望
さ
れ
た
い
。

　
　

津
南
地
区
県
営
中
山
間

　
　

地
域
総
合
整
備
事
業
の

予
算
確
保
、
外
丸
地
区
県
営

経
営
体
育
成
基
盤
整
備
事
業

の
新
規
採
択
に
向
け
て
、
最

大
限
の
努
力
を
し
て
お
り
、
24

年
度
に
向
け
て
前
向
き
な
返

事
を
新
潟
県
か
ら
い
た
だ
い

て
い
る
。

◆
町
農
業
公
社
機
能
を
強
化

し
、
開
発
農
地
の
荒
廃
防
止

の
た
め
農
業
者
と
連
携
を
深

め
、
農
地
の
流
動
化
に
努
め

ら
れ
た
い
。
小
松
原
工
区
の

保
全
と
耕
作
支
援
を
引
き
続

き
図
ら
れ
た
い
。

　
　

来
年
度
の
国
の
「
農
地

　
　

集
積
の
た
め
の
総
合
的

な
対
策
」
に
お
い
て
も
、
農

地
円
滑
化
団
体
（
津
南
町
農

業
公
社
）
が
大
き
な
役
割
を

果
た
す
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、

公
社
機
能
は
、
強
化
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

◆
農
林
産
物
の
生
産
拡
大
と

認
証
米
制
度
の
拡
充
を
図
り
、

流
通
販
売
対
策
と
P
R
活
動
に

積
極
的
に
取
り
組
ま
れ
た
い
。

　
　

農
林
産
物
の
生
産
拡
大

　
　

の
た
め
に
、
野
菜
の
新

規
導
入
作
物
試
験
や
各
業
者

に
よ
る
統
一
シ
ー
ル
の
取
組

を
行
っ
て
き
た
。
津
南
町
認

証
米
に
つ
い
て
は
、
来
年
度

2
万
5,
0
0
0
俵
を
目
標
に

取
り
組
み
た
い
。
米
・
野
菜

と
も
に
津
南
町
高
品
質
の
農

産
物
で
あ
る
こ
と
を
P
R
し

て
参
り
た
い
。

◆
食
糧
・
農
業
政
策
に
つ
い
て
、

次
の
点
を
国
に
働
き
か
け
ら

れ
た
い
。F
T
A
・
T
P
P
協

定
を
含
む
自
由
貿
易
協
定
に

反
対
す
る
こ
と
。

　
　

交
渉
方
針
が
な
い
ま
ま

　
　

で
、
T
P
P
・
F
T
A
協

定
へ
の
参
加
の
是
非
を
検
討

す
る
な
ど
断
固
と
し
て
反
対

す
る
。

【
商
工
観
光
関
係
】

◆
不
況
の
中
に
お
い
て
雇
用

の
確
保
は
緊
急
の
要
請
と
な
っ

て
い
る
が
、
企
業
誘
致
に
積

極
的
に
取
り
組
ま
れ
た
い
。

　
　

景
気
回
復
の
先
行
き
が

　
　

見
え
な
い
中
で
、
雇
用

確
保
が
難
し
い
も
の
が
あ
る
が
、

企
業
も
様
々
な
制
度
を
活
用

し
て
雇
用
確
保
に
懸
命
に
取

り
組
ん
で
い
る
。
町
内
企
業

の
中
で
も
業
績
が
回
復
基
調

の
企
業
も
あ
り
、
そ
れ
ら
の

企
業
に
も
積
極
的
に
雇
用
の

確
保
を
図
る
よ
う
に
働
き
か

け
た
い
。
産
業
の
集
中
化
を

今
後
検
討
し
た
い
。

◆
小
松
原
・
苗
場
登
山
道
の

整
備
促
進
を
図
ら
れ
た
い
。

特
に
小
松
原
の
山
小
屋
の
ト

イ
レ
設
置
に
関
し
、
十
日
町

市
と
協
議
さ
れ
た
い
。

　
　

登
山
道
整
備
に
つ
い
て

　
　

は
刈
払
い
時
に
適
宜
補

修
も
行
っ
て
い
る
が
、
大
き

な
補
修
・
整
備
に
つ
い
て
は

地
元
集
落
や
山
岳
関
係
者
と

も
協
議
し
な
が
ら
対
応
し
て

参
り
た
い
。
小
松
原
の
避
難

小
屋
の
ト
イ
レ
に
つ
い
て
は
、

十
日
町
市
と
も
協
議
し
て
い

く
。

【
建
設
関
係
】

◆
国
道
1
1
7
号
の
整
備
促

進
に
努
め
ら
れ
た
い
。

　
　

灰
雨
バ
イ
パ
ス
は
、
県

　
　

へ
の
最
重
点
箇
所
の
一

つ
と
し
て
要
望
し
て
い
る
。し

か
し
な
が
ら
、大
規
模
な
改
築

事
業
と
し
て
の
新
規
採
択
は

全
県
で
も
ほ
と
ん
ど
な
い
状

態
で
あ
り
、大
倉
バ
イ
パ
ス
に

引
き
続
い
て
の
事
業
化
は
、難

し
い
状
態
。

傍聴者へのインタビュー
平成23年12月定例会

石橋優美子さん（陣場下）

初めて傍聴した。質問する側も熱心で、町長もしっかり答えていた。

意見がとびかうような、自由討論の時間があればいいと思った。

志賀　了子さん（船山）

傍聴は３、４回行っている。町長が的確に反応していた。

一般質問は一人ひとりの時間が長かった。半日のうちにもう2人位聞ければ良かった。

渡邊　友司さん（反里口）

議会がどのような問題を取り上げているのか興味があり、初めて傍聴した。

教育問題の話が聞けて良かった。

清水　亀弥さん（田中）

今までの一般質問は、要望が主だったが、新人は提案が多かったように感ずることと、

自ら率先して行動する姿勢が見られた。議会が明るく活発になったと思う。

平
成
２４
年
度
建
策
要
望

町
長
‥
町
の
復
旧
復
興
を
最
優
先
。
保
存
は
財
政
の
許
す
範
囲
内
で
検
討
す
る

東
日
本
大
震
災
の
影
響
と
景
勝
、
古
民
家
の
保
存
に
つ
い
て

中  

山　
　

弘 

議
員残 し た い 古 民 家 遺 産

T  P  P  の  学  習  会

　
　

東
北
震
災
地
は
、
が
れ
き
処
分
受
入
れ

地
を
求
め
て
い
る
が
受
け
入
れ
の
気
持
は
な

い
か
。

町
長　

我
が
町
の
復
旧
復
興
を
優
先
に
考
え

て
い
る
。

問　

津
南
町
で
も
セ
シ
ウ
ム
が
検
出
さ
れ
た
。

大
型
獣
に
も
汚
染
の
可
能
性
が
大
で
あ
る
が

対
応
は
。

町
長　

県
の
測
定
器
サ
ー
ベ
イ
メ
ー
タ
ー
を

借
用
し
、
保
育
園
・
各
学
校
施
設
等
を
測
定

し
て
い
る
。

問　

柏
崎
刈
羽
原
発
の
災
害
時
に
そ
な
え
津

南
町
は
避
難
や
被
曝
の
説
明
会
を
開
く
べ
き

で
は
な
い
か
。

町
長　

議
員
や
窓
口
で
あ
る
町
職
員
を
対
象

に
し
な
が
ら
説
明
会
の
開
催
や
現
場
視
察
等

を
行
い
た
い
。

問　

秋
山
郷
地
区
の
自
然
活
用
は
。

町
長　

観
光
振
興
の
重
点
対
策
と
し
秋
山
郷

を
一
つ
の
観
光
エ
リ
ア
と
し
て
今
後
取
り
組

む
。

問　

津
南
に
点
在
す
る
古
民
家
保
存
の
考
え

は
。

町
長　

津
南
町
の
貴
重
な
建
造
物
で
あ
る
が

具
体
的
な
活
用
方
法
を
定
め
て
い
な
い
。

問

問

問問問
東
北
地
方
へ
の
援
助
と

放
射
線
の
取
組
は

秋
山
郷
地
区
と

古
民
家
保
存
の
考
え
は

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

町長

町長町長

町長

町長 町長

町長

産
業
建
設

常
任
委
員
会
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◆
国
道
4
0
5
号
津
南
駅
・

陣
場
下
間
の
道
路
改
良
に
努

力
さ
れ
た
い
。

　
　

4
0
5
号
津
南
駅
〜
陣

　
　

場
下
間
の
道
路
改
良（
歩

道
整
備
）
は
、
数
多
く
の
家

屋
移
転
が
伴
う
こ
と
か
ら
地

元
の
理
解
と
合
意
を
得
る
こ

と
が
必
要
で
あ
り
、
地
元
調

整
を
し
て
い
く
こ
と
が
重
要

と
考
え
る
。

【
町
道
関
係
】

◆
道
路
財
源
確
保
に
努
め
、

町
道
（
生
活
道
路
）
の
改
良

並
び
に
舗
装
事
業
の
推
進
に

努
力
さ
れ
た
い
。

　
　

町
道
改
良
で
は
生
活
道

　
　

路
の
拡
幅
改
良
に
多
く

の
要
望
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る

の
で
、
優
先
度
の
検
討
や
財

源
確
保
を
図
り
、
計
画
的
な

実
施
が
で
き
る
よ
う
努
力
し

て
い
く
。

◆
中
深
見
・
堂
平
線
の
全
線

整
備
促
進
を
図
ら
れ
た
い
。

　
　

中
深
見
堂
平
線
の
広
域

　
　

農
道
規
格
で
の
拡
幅
改

良
は
、
経
費
面
か
ら
困
難
。

道
路
用
地
の
ご
理
解
が
い
た

だ
け
れ
ば
、
整
備
計
画
を
作

成
す
る
。

【
除
雪
関
係
】

◆
除
雪
路
線
の
延
長
に
つ
い

て
一
層
努
力
す
る
と
と
も
に
、

生
活
道
路
確
保
の
た
め
に
消

雪
パ
イ
プ
の
設
置
を
図
ら
れ

た
い
。
ま
た
、
現
行
の
工
事

費
限
度
額
の
引
き
上
げ
等
、

負
担
の
軽
減
を
図
ら
れ
た
い
。

な
お
、
そ
の
ほ
か
の
町
道
（
集

落
内
）
の
電
気
料
も
助
成
対

象
と
さ
れ
た
い
。

　
　

改
良
工
事
が
完
了
し
た

　
　

路
線
は
除
雪
路
線
に
組

み
込
ん
で
い
る
。
冬
期
生
活

道
路
の
交
通
確
保
は
、
機
械

除
雪
が
基
本
。
家
屋
密
集
地

で
は
、
消
雪
パ
イ
プ
等
融
雪

施
設
設
置
に
よ
る
交
通
確
保

に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
が
、

多
大
な
設
置
費
及
び
維
持
管

理
費
に
苦
慮
し
て
い
る
。
新

潟
県
で
は
、
管
理
す
る
国
県

道
の
新
規
消
雪
施
設
の
設
置

は
原
則
行
わ
な
い
方
針
。
町

道
に
お
け
る
集
落
管
理
融
雪

施
設
設
置
の
補
助
限
度
額
の

増
や
電
気
料
金
助
成
は
、現
在

の
町
財
政
に
お
い
て
困
難
。見

直
し
の
検
討
は
継
続
し
て
行
う
。

【
克
雪
対
策
関
係
】

◆
克
雪
住
ま
い
づ
く
り
支
援

事
業
を
継
続
す
る
よ
う
県
に

強
く
要
請
し
、
国
の
制
度
化

を
働
き
か
け
ら
れ
た
い
。

　
　

県
単
事
業
は
、
平
成
23

　
　

年
度
に
つ
い
て
は
継
続

と
な
っ
た
が
、今
後
も
継
続
要

望
を
行
う
。
ま
た
、
国
で
の
事

業
化
を
要
望
中
。

【
上
下
水
道
関
係
】

◆
住
民
負
担
を
考
慮
す
る
な

か
で
、
つ
な
ぎ
込
み
に
対
し

努
力
さ
れ
た
い
。

　
　

下
水
道
の
つ
な
ぎ
込
み

　
　

に
つ
い
て
は
、
啓
発
活

動
を
進
め
る
一
方
、
つ
な
ぎ

込
み
促
進
に
住
宅
改
修
補
助

や
融
資
制
度
を
活
用
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

【
環
境
衛
生
関
係
】

◆
河
川
監
視
を
継
続
し
、
生

活
用
水
の
汚
濁
防
止
に
努
力

さ
れ
た
い
。

　
　

河
川
監
視
に
つ
い
て
船

　
　

津
川
水
系
3
ヵ
所
で
年

5
回
の
水
質
検
査
を
行
い
、

水
質
の
監
視
を
行
う
と
と
も

に
、
公
衆
衛
生
推
進
協
議
会

よ
り
環
境
保
全
に
つ
い
て
ご

協
力
い
た
だ
い
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。
河
川
の
水
質
状

況
は
近
年
の
下
水
道
整
備
に

よ
っ
て
良
好
な
数
値
と
な
っ

て
い
る
が
、
つ
な
ぎ
込
み
の

促
進
が
河
川
環
境
の
改
善
に

大
き
く
影
響
す
る
も
の
と
考

え
て
い
る
の
で
一
層
の
促
進

に
努
力
し
た
い
。

【
そ
の
他
の
要
望
事
項
】

◆
買
い
物
弱
者
対
策
を
進
め

ら
れ
た
い
。

　
　

移
動
販
売
が
乏
し
い
状

　
　

況
に
な
っ
た
。
有
効
に

実
施
し
て
い
る
所
を
研
究
し
、

実
施
の
方
向
へ
ア
ク
シ
ョ
ン

を
起
こ
し
た
い
。

【
総
務
課
関
係
】

◆
飯
山
線
の
存
続
・
改
善
に

つ
い
て
は
、
Ｓ
Ｌ
の
引
き
込

み
等
観
光
面
も
含
め
て
引
き

続
き
関
係
市
町
村
並
び
に
関

係
諸
団
体
と
連
携
し
運
動
さ

れ
た
い
。
駅
前
冬
期
駐
車
場

の
確
保
の
た
め
地
元
住
民
と

協
議
の
上
、
早
急
に
消
雪
井

戸
を
掘
削
さ
れ
た
い
。
ま
た
、

駅
周
辺
駐
車
場
の
有
効
活
用

を
図
ら
れ
た
い
。

　
　

飯
山
線
の
存
続
・
改
善

　
　

に
つ
い
て
は
、S
L
の
引

き
込
み
等
観
光
面
も
含
め
て

関
係
市
町
村
、
飯
山
線
沿
線

地
域
活
性
化
協
議
会
と
連
携

し
て
引
き
続
き
努
力
し
て
い

き
た
い
。
特
に
冬
期
間
の
通

学
車
両
の
確
保
に
つ
い
て
は
、

Ｊ
Ｒ
に
要
請
し
て
い
る
。
ま

た
、
消
雪
井
戸
に
つ
い
て
は
、

地
元
住
民
の
意
向
を
聞
き
な

が
ら
検
討
し
た
い
。

【
学
校
教
育
関
係
】

◆
登
下
校
時
の
安
全
確
保
の

た
め
の
メ
ー
ル
配
信
の
活
用

と
校
舎
の
耐
震
対
策
を
早
急

に
進
め
ら
れ
た
い
。

　
　

登
下
校
の
安
全
確
保
に

　
　

つ
い
て
は
、
小
学
校
で

は
集
団
で
の
登
下
校
や
地
域

の
方
に
よ
る
見
守
り
、
週
１

回
町
の
広
報
無
線
に
よ
る
見

守
り
の
呼
び
か
け
、
定
期
的

な
防
犯
訓
練
な
ど
を
実
施
し

て
い
る
。

　

ま
た
、
今
年
８
月
か
ら
は
、

保
護
者
等
か
ら
要
望
の
多
か

っ
た
メ
ー
ル
に
よ
る
不
審
者

情
報
等
の
配
信
「
子
ど
も
安

全
安
心
ネ
ッ
ト
」
が
稼
働
し

て
い
る
。
今
現
在
保
護
者
の

登
録
は
少
な
い
が
、
今
後
さ

ら
に
啓
発
に
努
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、

学
校
の
耐
震
化
に
つ
い
て
は
、

津
南
中
学
校
の
体
育
館
が
残

っ
て
い
る
の
み
で
あ
り
、
平

成
24
年
度
耐
震
診
断
・
耐
震

補
強
設
計
を
行
い
、
で
き
る

限
り
早
く
耐
震
化
工
事
を
実

施
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

【
福
祉
保
健
関
係
】

◆
国
民
健
康
保
険
料
に
つ
い

て
は
、
国
庫
負
担
の
引
き
上

げ
を
国
に
求
め
、
国
保
料
引

き
上
げ
に
つ
な
が
る
広
域
化

を
や
め
さ
せ
る
よ
う
働
き
か

け
て
い
た
だ
き
た
い
。
介
護

保
険
料
に
つ
い
て
は
、
引
き

下
げ
の
努
力
を
し
て
い
た
だ

き
た
い
。

　
　

国
民
健
康
保
険
料
に
つ

　
　

い
て
は
、
生
活
習
慣
病

の
予
防
を
強
化
す
る
こ
と
で
、

医
療
費
の
軽
減
に
努
め
、
健

全
財
政
を
維
持
し
な
が
ら
、

保
険
料
の
引
上
げ
は
最
小
限

度
の
範
囲
に
と
ど
め
る
よ
う

努
力
し
た
い
。
ま
た
、
広
域

化
に
つ
い
て
は
偏
在
す
る
医

療
環
境
、
低
所
得
の
被
保
険

者
、
小
規
模
保
険
者
の
財
政

リ
ス
ク
等
の
町
の
抱
え
る
構

造
的
な
課
題
へ
の
対
応
を
見

極
め
な
が
ら
判
断
し
て
い
く

こ
と
と
し
た
い
。

　

介
護
保
険
料
に
つ
い
て
は
、

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
等
の

充
実
と
共
に
引
き
上
げ
は
余

儀
な
く
さ
れ
る
の
で
ご
理
解

い
た
だ
き
た
い
。
た
だ
、
一

方
で
寝
た
き
り
ゼ
ロ
運
動
事

業
等
の
介
護
予
防
事
業
を
取

り
組
む
中
で
保
険
料
へ
の
影

響
を
減
ら
す
よ
う
努
め
た
い
。

【
病
院
関
係
】

◆
病
院
施
設
の
充
実
を
図
ら

れ
た
い
。

　
　

施
設
の
老
朽
化
に
伴
い
、

　
　

受
電
盤
、
給
水
給
湯
関

係
、
冷
暖
房
ボ
イ
ラ
ー
、
ト

イ
レ
関
係
の
改
修
を
行
っ
て

ま
い
り
ま
し
た
。
今
後
も
必

要
な
施
設
整
備
を
計
画
的
に

取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
の
で
ご
理
解
い

た
だ
き
た
い
。

町長町長町長

町長町長 町長

町長

町長町長町長

町長町長

灰雨スノーシェード

観光と通学で重要な津南駅

施  設  の  改  善  を

総
文
福
祉

常
任
委
員
会
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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　

昨
年
は
震
災
や
水
害
が
あ
り
大

変
な
年
で
あ
り
ま
し
た
が
、
今
年

の
干
支
は
辰
年
、
強
く
て
た
く
ま

し
く
天
に
も
昇
る
勢
い
で
元
気
に

過
ご
し
た
い
も
の
で
す
。

　

今
回
の
〝
議
会
だ
よ
り
〞
か
ら

委
員
が
変
わ
り
ま
し
た
。
紹
介
致

し
ま
す
。

　

●

委

員

長　
　

原
洋
子

　

●

副
委
員
長　

滝
澤
茂
光

委
員
は
新
人
議
員
4
名
で
す
。

　

●

桑
原　

悠　

●

石
田
タ
マ
ヱ

　

●

村
山
道
明　

●

風
巻
光
明

私もひと言シリーズ・町民の声

T
S
U
N
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2012
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電子メール  info@town.tsunan.niigata.jp

大割野 風巻　　宏さん

四季を彩る津南の色に
魅せられて

14

編  

集  

後  

記
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町のホームページでも議会だよりをご覧になれます。

12月定例会：12/14～16

議長新年のあいさつ 2

条例制定・人事 3

シリーズ私もひと言 14
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　津南町の良さは町外、県外から観光で訪

れるお客様によって再発見することが多く

あります。私も津南町の観光ボランティア

ガイド「ふるさと案内人」として10年以上

担当させていただいております。

　当然知っていなければいけない町の情報

をお客様から逆に教わることも多くあります。

普段何気なく地元で生活して見聞きしてい

ることが、訪れるお客様の言葉で、津南町

の良さを再発見することがあります。

　あるお客様に「津南町には何回も来まし

たが、四季によって様々なカラーがありま

すね」と言われ、考えてみると春は新緑に

染まる萌黄色の山々、夏には沖ノ原台地の

ひまわり畑で黄色に染まり、秋は特に秋山

郷を中心とした紅葉に染まる赤となり、あ

たかも「信号機」のようです。冬は厳しい

ですが、町全体が真っ白な雪で羽織った河

岸段丘の里となり絶景となります。ただ雪

が降り積もる冬はネガティブになりがちで

すが、雪を味方につけポジティブな生活が

大切ではないかと考えます。「一陽来復」

のごとくやがて春が来れば雪解け水が豊富

で町に恵みを与えてくれます。

　志久見川と中津川が合流する日本一の信

濃川がありますが、津南町の名前の由来で

津とは水辺や川辺に船や人が集まる所で、

新潟県の最南端に位置しているため、津の

南側にある町ということで津南町と名づけ

られたと聞いています。

　今年は辰年なので、特に水の神といわれ

る龍神を敬い、水資源も有効に活用して欲

しいと思います。津南町を訪れるお客様は

豊富な雪解け水で作られた米、野菜、酒が

大好きだそうです。これからも、自然から

授かった恵みを大切にして頂けたらと願っ

ております。私も津南町を訪れるお客様に

対し、ふるさと案内人としてこれからも率

先して津南町の自然遺産をPRしていきたい

と思います。

　又、ガイドや観光を担当する人だけでなく、

町に暮らす皆様が一致協力して一人一人が

営業マンの様に津南町をアピールして頂け

たら大変ありがたいと思います。そうなれ

ば今よりもっと津南町の位置づけが上がる

のではないかと考えます。
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つ
な
ん
ま
ち

議
会
だ
よ
り
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傍聴者の声 10

議
会
だ
よ
り
は
私
達
が

担
当
し
ま
す
。

　
原
洋
子
・
滝
澤
茂
光
・
桑
原
　
悠
・
石
田
タ
マ
ヱ
・
村
山
道
明
・
風
巻
光
明

どうぞよろしくお願いします。◯風

新年明けましておめでとうございます


